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1.  はじめに

近年、製造分野に限らず多様な分野において、

対象物の形状など三次元座標情報を取得する三次

元計測技術の導入・活用が進んでいる。三次元座

標の計測手法および装置は、多様なバリエーション

があり、適切に機器を選定することによって、従来

データ取得に多くの手間を必要とした複雑形状製品

や大型構造物であっても、簡便に対象物の三次元

形状を電子データとして取得できるようになった。

当社ではトータルステーション等の測量機器に

加え、専用デジタルカメラで撮影した画像を用い

てターゲットの座標を算出する三次元計測器を

1998年から導入し、主にプラント分野おいて現

地溶接作業の効率化や既設物の寸法測定・位置標

定に関する業務に適用してきた（1）。最近では、大

型構造物全体の形状測定、CAD化へのニーズに

対応するため、3Dレーザースキャナを導入し、

さまざまな対象物について計測を行っている。本

稿では、その概要と適用事例を紹介する。

2.  3D レーザースキャナ計測器概要

本稿にて紹介する3Dレーザースキャナ計測器は、

図 1のように容易に地上に設置することができる。
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図 1　スキャナによる計測状況
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図 2に 3Dレーザースキャナ計測器の動作を概

説する（2）。垂直面内には計測器中央に設置された

小型の反射鏡が回転しながら赤外線レーザー光を

放射状に照射し、水平面内には計測器全体が旋回

することで全方向のスキャニングを行う。計測器

から照射したレーザー光は、位相差方式（フェイ

ズシフト方式）を用いて対象物との距離を算出し、

反射鏡と計測器の角度情報から計測ポイントの三

次元座標値（X、Y、Z）を算出する。この計測器

は、半径 100m近い広範囲を高速かつ高分解能で

自動スキャンすることが可能であり、取得した点

データから対象物の外形形状を捉えることができ

る。そのため寸法測定や位置標定だけではなく、

対象の形状評価や建物内のリレイアウトといった

用途にも適用が期待できる。3Dレーザースキャ

ナ計測器の主要諸元を表 1に示す。

3.  適用例の紹介

図 3に工場内にて計測した点群データ（計測

から得られる生データ）を示す。本図は工場内の

9箇所において、全方向スキャニングを行い、比

較的簡単な結合処理を行うことで工場内全体の

データとしたものである。

これらは点データの集合であるが、フォークリ

フトの外形を視認できるだけでなく、工場内部を

比較的詳細に把握できることがわかる。当社では

広い計測範囲と分解能を利用し、これまでに工場

内のレイアウト図作成や、プラント建屋内におけ

る既設配管と新設物との設計段階における干渉

チェック、設計図が存在しない構造物の CAD化

図 2　スキャナの計測器概要（2）

表 1　主要諸元（2）
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などに適用してきた。

点群データは、CADソフト等で作成したソリッ

ドデータと比較が可能であり、設計値との差異を

表示することで、その度合と範囲を定量的に把握

できる。計測値と設計値の比較例として円形鋼管

（f 518mm）での計測結果を図 4、図 5に示す。

図 4は設計での形状を基準とした凹凸をコン

タ図で示したものである。全体変形分布を視覚的

に把握することができる。図 5は、ある断面の

変形形状である。変形形状がより明確に識別でき

る。さらに、計測した点群データは CADデータ

に変換し設計データに用いることや、構造解析の

図 3　工場内での計測データ例

図 4　円形鋼管凹凸実測例
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データとして用いるなど、設計への活用の幅は広

がっている

4.  最後に

今回当社設備に対して実施した計測結果を紹介

した。3Dスキャンは 1回の計測範囲が非常に広

くサンプリングも高速な点から、従来コスト面で

全周計測が非現実的であった大型構造物に関連す

る計測ニーズに幅広く対応できる。今後さらに、

設計や解析と連携させた多様なサービスを展開し

ていく予定である。
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図 5　断面抽出例


